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I・まえがき－問題の所在一

この論稿は，すでに発表した「サンパウロ州内陸フロンティアにおける農業

小生産者の成立過程')」の続編である。前稿においては，サンパウロ州におけ

るプルデンテ市周辺部の日系のペケーナ・プロプリエダージ（独立鍵業小生産

者）の二次的集団地を対象とし，その構成員のトレイルを追って，サンパウロ

州における日系のペケーナ・プロプリエダージの二次的集団地を成立させたブ

ラジルの歴史的，経済的諸条件の解明に焦点をあてた。本稿では，その結果成

立したペケーナ・プロプリエダージの二次的集団地の社会経済的性格の解明を

問題とする。

ところで，上述の二次的集団地には「ミネのムラ」という仮名を与えた。
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「ミネ」は，この集団地が高原上の分水敬に立地した集落であることに由来し

た仮名であることは，既に述べた。さらに，このブラジルにおける日系農業者

の集団地を「ムラ」と片仮名識きしたのは，いくぶんの思いがあってのことで

ある。日本においては，日本の村落社会を農村共同体的性格を重視して表現す

る場合，また，自然村的性格を行政村と区別して表現しようとする時，しばし

ば「むら」と平仮名書きする。この日系腱業者の集団地は，何はともあれ，ブ

ラジルという西欧的ホスト社会の中に成立したものであり，このホスト社会と

の関係で，如何なる性格を付与されることになったかという問題を立ててみる

と，単なる農業者集団地，農村集落というよりは，「むら」とも異なった「ム

ラ」という表現を用いたくなったのである。

この集団地は，行政的には二つのムニシピオ（郡）にまたがっている。ま

た，ムニシビオによって完結したまとまりを持つものではない。それにもかか

わらず，集団としての結合組織と，機能を持っている。それは，多分に日系人

という等質性によってもたらされたものであることは否めないことである。こ

のことを以て，よく，日本の「むら」の１１J生産という。しかし，ブラジルにお

ける鍵村の日系人集団地が，果たしてクロンの如く日本のむらと瓜二つのむら

として移植されたものなのであろうか。その問題点を明らかにすることが，本

稿の主要な目的である。

上記の問題点を解明するための資料は，1960年に行った奥地調査で得られた

ものである。蒐集された資料は，もっぱら「ムラ」の構成員のほぼ全員とのイ

ンタビューによるものである。その中で，「ムラ」の構成員の一人であるＹ氏

から，第二次世界大戦前からほぼ20年間にわたって克明に記録された日記一以

後「Ｙ日記」と呼ぶ－の提供を受けた。当時，この日記の資料としての重要さ

は，十分に認めていたが，それを生かすことができなかったのは，筆者自身

が，この資料を有効に生かすだけの力を持っていなかったためであった。それ

と同時に，この資料が生の記録であり，当時，生のまま即時に発表することが

輝られたことにもよる。提供を受けてから，３０年の時間が経過した今日，この

資料を利用することができるようになったのは，一つには，３０年の時間によっ

て，この資料が筆者にとって客観化された歴史的資料となったことである。そ

れと同時に，筆者にもどうやら使用可能になったワープロとパソコンーパソコ

ンの使用については高橋浩二氏の助力によるところが極めて大きい－の出現に

よって，この膨大な生の資料を整理，加工することができたことによる。

本論の解明に当たっては，この「Ｙ日記」から得られた資料を中心に据えて
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いる。

それにしても，３０年間この資料を生かすことができなかったのは，その責任

は，もっぱら筆者個人にある。今ロ，論稿の初めにあたって，まず，資料の提

供者であるＹ氏の御好意に対してお詫びするとともに，深甚の謝意を表した

い。

ところで，ブラジルにおいては，1923年に，いわゆる「第一次排日問題」が

起こり，それが当時の日本移民制限論にまで発展した。その論拠として,｢①日

本移民は伯国の基本人種型統一の見地より不可なること。②日本移民は伯国人

の言語，風俗および習慣と著しく異なりたるものを有し，同化性に乏しきこ

と。③かかる民族をして国内随所に集団地を形成せしむるは，伯国の将来に禍

根を醸すこと。④軍国主義なること｡」の４つが挙げられた。この時期は，日

本移民が「国策移民」としての性格を強め出し，日本移民の集団化が進承だし

た1924年頃に対応するものであった。また，1928年からは，日本の国策移民会

社が土地を鱒入して，直接日本からの移民を集団入植させ，日本のむらの分村

を建設するかのどとき方法が採られた時でもあった。現実には，この「分村計

画」的植民開拓方式は，1934年以後，満州で実現されたことは良く知られてい

る。そして，第二次世界大戦後，ブラジルの日系人の間で「勝組.負け組」問

題が発生した時，再び日本人不同化論，日本移民排斥論が台頭した。

このような，異人種，異民族排斥問題の発生は，住々にして異人種，異民族

に対する無知と偏見に基づくものであるが，それが社会的風潮になるのは，た

いてい政治の場に置かれた場合である。ここでは，一応，政治の問題を別にす

るが，ブラジル社会におけるマイノリティーとしての日本移民のホスト社会へ

の同化の問題は，ブラジルの社会形成に関わる問題として採り上げなければな

らないことであろう。

ところで，同化の問題は，個人レベルと集団レベルのものとが考えられる。

ここでは，ブラジルの社会形成に関わる問題として同化を採り上げるのである

から，個人レベルの同化過程よりも，集団としての同化過程を問題にしなけれ

ばならない。

社会集団を対象にして同化を取り扱う場合，共'８１体的性格の強い農村と，一

応個人の自由が容認されて「自由の風が吹<」都市とでは，同化の過程や結果

が異なるのではないかと考える。その視点からすると，ここで対象にしている

「ミネのムラ」に形成されたの特性は，日系人集団の特性なのか，農業小生産

者集団の特性なのかという問題が立ち現れるであろう。
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以上の諸点を，「ミネのムラ」を対象にして，「Ｙ日記」を大きな拠り所にし

て，少しでも明らかにしようとするのが，本論稿の目的である。

１）西川大二郎「サンパウロ州内陸フロンティアにおける農業小生産者の成立過程一
プルデンテ市周辺部の『ムラ』を例にとって」『法政大学第一教養部紀要』第75号，
1990年。

Ⅲ「ミネのムラ」の経済的性格の概略

（１）日系農業小生産者集団地の形成

日系農業小生産者集団地である「ミネのムラ」の形成過程については既に述

べた')。

そこで，ブラジルにおける日系農業小生産者の成立をもたらした契機を，本

論を進めるに当たって必要な要点だけをここに繰り返しておく。

まず，経済的には，ブラジルにおける農業小生産者の成立は，大土地所有の

崩壊によってもたらされたものである。この崩壊期には，広大な未開の開拓前

線と比較的自由な農業階梯が存在し，農業者は，空間的には相対的低地代，高

豊度の土地を求めて移動し，かつ比較的高価格の生産物を選びながら，この農

業階梯を上ることができた。この大きな枠組承の中で，新開地の相対的不足か

ら，徐々に，移動型借地艇業から定着型自作農業に収戯するものが現れた。そ

の結果の一つが，独立農業小生産者の二次的集団地「ミネのムラ」といえる。

しかし，このような独立農業小生産者の集団化は，単に経済的要因だけで説明

できるものであろうか。例えば，この集団地の構成員からの面談，聞き取りで

は，非常に多くのものが，この地に定着する気になった理由として，子供の教

育，とりわけ日本語教育問題をあげている。したがって，定着集団化するため

に，定着型自作農業に収数したともいえるからである。

（２）「ムラ」の人口構成

この集団地の戸数は，1960年段階で，約50戸，人口約300人であった。その

ほとんどは農業者で，その他は，仲買兼商店経営者１，日本人学校教員１に過

ぎない。一世の数は87人で，全体に対する割合は29パーセント，二世の数は

215人で，全体に対する割合は71パーセントである。数の上では，一世は少な

く，二世は圧倒的に多い。しかし，一世の世帯主が一定の年齢に達して家族と

共にこの地に入植し，二世人口の増加は，その後のことであり，家族の実権

は，ひいては集団の実権は一世にある。

Hosei University Repository



５ 

（３）「ムラ」の構成員の土地所有規模と農業経営類型

「ミネのムラ」の構成員の農地所有面積は，第１表のとおりである。（第１

表）

最高は37アルケイレ，Ｏは，借地または賃労働者と考えて良い。ミリエによ

れば､，ペケーナ・プロプリエダジの土地経営規模は1-25アルケイレで，上限

は，２５アルケイレであるから，その上限を超えたものは，２世帯に過ぎない。

また，ＣＩＤＡの分類で2)，ペケーナ・プロプリエダージにほぼ該当するfamily

sizefarmsの平均土地経営規模は，１７．２ヘクタール（約７アルケイレ）であ

るから，この集団地の農業経営体は，まさにペケーナプロプリエダージに該当

するものと考えることができる。

農業経営類型は，そのほとんどが，ＡＢ型（アメンドイソー落花生とベター

ターじゃがいもとの組み合わせ）に収散していることがわかる。（第１表）

無肥料地力奪型の綿作は，より外延部に広がり，綿にアメンドインを組み合

わせたＡＡ型は，比較的土地経営規模の大きい上層３世帯を残すだけで，近郊

型の養鶏経営１を別にすると他はすべてＡＢ型またはａｂ型となった。このＡ

Ｂ型営農方式は，パタータ・セッカ（２．３月に播種し,６．７月に収穫する）

とアメソドイン・アグア（８．９月に播種し，１月に収穫する）とを組み合わ

せたものと，アメンドイン・セッカ（１．２月に播種し，７月に収穫する）と

バタータ・アグア（７．８月に播種し，１１．１２月に収穫する）とを組象合わせ

たものとがある。パタータは，もともと近郊型の作物であるが，鉄道ばかりで

なく，戦後トラック輸送の発達で，近郊ものとの収穫期の差を有利に働かせ

て，市場であるサンパウロ市から数百キロメートル離れたこの土地での栽培を

可能にさせたものである。アメンドインは，第二次世界大戦中の戦時経済下

で，1939年頃からの綿花の国際市場の悪化から，綿作地域であったこの地域に

進出した綿花の加工資本が，アメンドイン油の加工資本に転化し，その傘下の

もとに一定の市場性を有している。パタークは，もともと大量の肥料を必要と

するものであり，これと組み合わせることによって，残留肥料によるアメンド

インの生産性の向上が承られた。こうして，この２作物の組み合わせは土地の

有効利用を進め，経営を安定させることになった。

このＡＢ型営農方式によって，定着を確立した。播種，収穫には多くの労働

力を必要とするが，耕土にはもっぱら馬力が用いられている。しかし，1950年

代にはいると，トラクターの導入が始まり，比較的土地経営規模の大きい上層
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第１表「ミネのムラ」構成員の土地所有・経営規模と

農業経営類型（1960年）（筆者の資料による）

所有農地面積

(弊ﾀｲﾚ）
トラクターの

有無
(○有ｘ無）

世帯番号 農業経営類型 同左臓入年

７
０
５
８
９
１
９
２
５
６
７
３
３
０
６
３
１
５
５
２
２
４
４
６
８
１
９
８
０
１
８
６
２
４
７
７
０
３
９
 

３
３
３
０
２
０
０
２
０
０
１
３
２
４
２
０
１
１
２
０
３
３
０
１
２
３
１
１
２
２
３
３
１
１
２
０
１
１
３
 

有
有

所
所

○
○
○
○
○
×
○
○
×
○
○
”
○
ｘ
ｘ
ｘ
○
×
×
×
○
○
×
？
×
○
×
”
ｘ
ｘ
ｘ
○
×
○
×
？
？
？
×
 

］
プ

ー
フ

ト
ト

熟
業

貝

躯
“
“
躯
佃
北
網
繩
繩
佃
魍
魍
躯
胆
佃
“
魍
胆
佃
佃
小
畑
？
佃
佃
佃
佃
汕
魍
魍
繩
魍
躯
？
？
？

菱
商

汝

３７．００ 

36.00 

25.00 

２１．２５ 

１７．５０ 

(14.00） 
12.00 

12.00 

１１．５０ 

１１．５０ 

痒
奔
祥
奔
桙

９
９
９
９
９
 

１
１
１
１
１
 

５
４
５
５
５
 

1957年
1952年

1956年

1958年

帥
印
加
伽
帥
伽
叩
伽
加
加

●
ｃ
●
●
●
●
●
●
□
■
 

１
１
０
０
９
９
９
９
９
８
 

１
１
１
１
 

？ 
● 

1945年

(8.00） 
8.00 

７．５０ 

７．００ 

７．００ 

７．００ 

６．００ 

5.00 

5.00 

(5.00） 

1958年
？ 

1955年

、
加
卯
切
叩
叩
伽
加
加

●
０
■
●
●
●
●
●
●
 

５
４
３
３
３
０
０
０
０
 

９
，
？
。

註１：４１，４２，４３，４４番はリストにあるが，インタビューができなかった。
註２８農業経営類型記号

ＡＡ＝綿十アメンドイン（落花生）の自作農

ＡＢ＝アメンドイン（落花生）＋パターク（じゃがいも）の自作腱

ａｂ＝アメンドイン（落花生）＋パタータ（じゃがいも）の借地艇

註３：農地面積で（）は，借地。
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部には，‘馬力からトラクターへの切り替えが行われ始めている。トラクターの

導入は経営規模の拡大を促すので，近い将来，経済階層の分化が進行すること

が予想される。

１）Mi1liet，Sergio：Roteirodocaf6，1946,SaoPaulo,pP75F77・
西川，前出，1990年，５３ページ。

２）Barraclough，Solon8AgrarianStructureinLati、America，1973,Ｐ９４．
西川，同上，５３ページ。

Ⅲ「Ｙ日記」から見た日系農業小生産者の生産と生活の様態

（１）Ｙ氏の生活史

「Ｙ日記」の記録者Ｙ氏は，1911年（明治44年)，農家ＹＫの長男として福

岡県浮羽郡竹野村（現田主丸町竹野地区）に生まれた。1929年，１８歳の時に，

父ＹＫ，母ＹＭに伴われて，兄弟２人，姉妹２人と共にブラジルに渡った。

竹野部落は，もとは隣の麦生（むぎお）部落の分村であったという。現在は

ともに，田主丸町竹野地区になっている。麦生に行くと，道の右の家はアメリ

カ，左はカナダ，その隣はブラジルといった具合で，部落の３分の１は海外移

民関係者であるというほど，海外渡航者の多い村である。戦iiiはブラジルが多

かったという。Ｙの姓を持つ者は，麦生には，54-55軒もあり，竹野にも数軒

ある。

集落は，水縄（みのう）（土地では耳納と書く）連山の北斜面の山麗に沿っ

て並んでいる。その前面には，筑後川中流部の広い沖積平野に水田が広がる。

筑後川本流との間には支流の巨瀬川が流れ，それに沿った田主丸の中心集落

は，江戸期以降筑後川中流部の水運の要地で，農林産物の流通の結節点として

の商都であった。1915年（大正４年）久留米一日田間に筑後軌道（現九大線の

一部）が完成し，1929年（昭和４年）には筑後軌道バスが開通している。竹

野，麦生の集落は，山麓の尚みに立地しているが，耕地は筑後川の氾濫原に

広がり，しばしば洪水，水害に襲われている!)。この土地に伝わる河童伝説が

多いのは，このような風土に由来しているとも言われる2)。町の年表を繰る

と，明治以降だけでも，1888年（明治21年)，1915年（大正４年)，1953年

（昭和28年）の大風水害が記録されている3)。

麦生のＹＭ氏の話によると，「この部落では，分家の習慣があった」という。

「しかし，資力が足りなかったので移民をした」とのことである。ＹＭ氏の

「母の従兄弟に当たる鳥越虎次郎がブラジルに笠戸丸移民としてブラジルに渡
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８ 

り，叔父の稲吉勝次郎とＹＴとがその後に続いた｣。鳥越虎次郎の名は，１９０８

年（明治41年）の第１回ブラジル移民船笠戸丸の移民名簿にはなく，1910年

（明治43年）の第２回ブラジル移民船旅順丸の移民の中に福岡県出身の古野勝

次郎の名がある。しかし，その正誤を問う必要はないだろう。ＹＭ氏の弟も，

1935年（昭和10年）にコロノ移民としてブラジルに渡っていて，その一家と子

孫は，現在ブラジルに在住している。そして，そのことが，農家の分家の習慣

と関わっていることがＹＭ氏によって確かめられた。

Ｙ氏は，両親と兄弟姉妹ともども，渡伯後すぐに，パウリスタ線ピラチニン

ガPiratiningaに近い,ブラジル人所有のヴィアード耕地FazendaViadoに，

コーヒーの樹の監理をする一年契約のコロノとして入植した。このヴィアード

耕地は，1910年の第２回日本移民（旅順丸移民）で，福岡県出身者12家族44人

が集団的にコロノとして入植した耕地であるの。この耕地に入植したのは，出

身村の人間関係によったものと推察できる。労働力は，親２人，男子３人，女

子３人で，6,000本の樹の監理を請け負った。当時，１俵の生産者価格は60ミ

ルレイスであったが，収痩賃は，1929年には１俵４ミルレイス，1930年には５

ミルレイスであった。

1930年，奥ソロカバナ線のマルチノポリスMartin6polisに新しく土地を購

入した日本人の知人ＩＴの耕地に移り，４年契約のコーヒーのフォルマドール

として契約，入植した。契約は，コーヒーの樹１本を植え付けて仕立てること

に対して，0.9ミルレイスの仕立て賃を受け取ることとして，4,000本のコーヒ

ーの樹を請け負った。それ以外に，樹と樹との間の空閑地に作付けをする権利

一間作権complanta-を得て，フニイジョン，ミーリョ（とうもろこし）を

１列当たり２～３筋播き，その収穫も収入となった。

契約を終え，1933年に日本人ＫＫのコーヒー耕地に２年間勤めたが，コーヒ

ーの価格は１俵９ミルにまで下っていた。それに対して，フェイジョンは１袋

3.5ミルであった。

コーヒー耕地の労働に見切りをつけ，1935年に，同じ奥ソロカパナ線プレジ

デンア・プルデンテ市の南のアニューマスAnhumasの街から７ｋｍのとこ

ろに耕地を購入し，入植した。この耕地は，コーヒー園15アルケイレ，ペスト

（牧地）３アルケイレ，その他２アルケイレ，総計20アルケイレ（約48ヘクタ

ール）で，その購入価格は総計５コント（5,000ミルレイス）であった。コー

ヒー園には，13,000本の４年もののコーヒーの樹が植わっていたが，霜でやら

れて枯れかけていた。
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この頃，コーヒーの価格が悪く，綿がもっとも良い時であったので，主作は

綿花とし，綿を８アルケイレずつ12年間述作し続けた。その結果，土地が痩せ

た。

第二次世界大戦の勃発でハッカの価格が暴騰し，ハッカ景気が始まった。Ｙ

も1942年からハッカの栽培に手をつけ，1943年には自己資金でハッカの蒸留装

置まで設備した。その費用は約８コントかかっている`)ｃハッカの価格は，低

い時で１キロ当たり250ミルレイス，高い時で400ミルレイスになった。ハッカ

の生産量はアルケイレ当たり２００ｋｇであったから，アルケイレ当たりの粗収

入は，50-80コントにもなった。ハッカの生産に対しては，ブラジル銀行

BancodoBrasilがアルケイレ当たり７コントの融資をしたことも，ハッカ

景気を煽ることになった。しかし，３年目の1944年に，価格は１キロ当たり８０

ミルレイスにまで大暴落した。如何に投機性が強いものかは，この時に分かっ

たが，サンパウロの農業者は，儲けることには敏感であった。銀行から借金を

して大規模にやっていた者には，借金を残して困った者が多かったが，Ｙは，

自己資金で賄えるほどの規模でやっていたので，打撃は少なかった。

アニューマスの土地が綿の連作でやせたため，新しい土地を求めて，Ｙ氏は

1947年に，弟のＹＴは1948年に，この土地「ミネのムラ」にやってきた。１９４９

年にアニューマスの耕地が１アルケイレ当たり４コント，総計50コントで売れ

たので，また，買い手のブラジル人がその土地をバストにしたので，牛は別売

り，「ミネのムラ」で，スペイン人から土地９アルケイレ余を総計９５コントで

購入した。これが現在の土地である。２年目まで綿を栽培したが，３年目から

綿をやめて，バタータ（じゃがいも）とアメンドイソ（落花生）を主作物と

し，それに少々の飼料用のとうもろこしとバストを組糸合わせた経営を始め，

ここに定着した。

こうして，1960年現在，Ｙ氏は，「ミネのムラ」で経営規模から見ると中位

に属し，経営形態から見ると平均的な農業経営者になった`)。（第１表）そし

て両親は，隠居し，Ｙ氏が世帯主となり，家族は，両親とＹ氏夫婦，1941年生

まれの長女，1942年生まれの長男，1943年生まれの次女，1946年生まれの次男

によって構成されている。

１）ここまでのことは，町における聞き取りと『田主丸・1989年町勢要覧』および
『増補版田主丸中心の歴史年表』田主丸町，田主丸町郷土会，昭和53年による。
『増補版田主丸中心の歴史年表』田主丸町，田主丸町郷土会，昭和53年２月１日。

２）この地方の河童伝説については，田主丸町郷土会に河童研究会が作られているほ

どである。その中の説の一部を引こう。「筑後地方の河童伝承はやはり，筑後川に
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起因するものと思われる。筑後川は別名，一夜)|lとも言って，一夜にしてその流れ

が変わる程のあばれ川である。その大洪水の脅威から免れんと水神信仰が生まれ，

それが，いつしか降雨をも願う水神ともつながり，水田耕作との密接なる関係へと

発展しながら，その時代に依って水神への信仰も深まり変化していった」藤田正登

「河童シリーズ５」『田主丸町郷土会会報』８号，1990年，５月31日。

3）前出『増補版田主丸中心の歴史年表』

4）香山六郎『移民四十年史』1949年，サンパウロ，60-61ページ。

5）『日記帳・第一冊』の記録によれば，

昭和拾八年五月

葉加釜購入－，金三コント五百ミル釜代森氏ヨリ支払

－，金弐コント八百ミル桶代稲毛支払

-，金五百ミル釜修繕費支払

－，金五百ミル高山自動車運送費

－，金四拾ミルセメント弐俵支払

－，金拾五ミル石灰壱俵払

一，金八拾ミル 煉瓦壱千枚払

一，金百弐拾ミルレゼソテヨリアニュマス迄煉瓦カロシ

ャ迎送費

-，金三拾ミルアニニマスヨリ内迄高山自動車

－，金百ミル 針八個代支払

－，金弐百ミル板五トヲゼ手付金払い

－，金五拾ミル潤山ペルナルデス食料代払

とある。この総計は７コント９３５ミルレイスである。

6）第１表中の世帯番号25のものである。

（２）「Ｙ日記」の小さな解説

「Ｙ日記」（以下，Ｙ日記または日記とだけ記することがある）は，多面的

な内容を含んでいる。その中から日系農業小生産者（ペケーナ・プロプリエダ

ージ）の生産と生活の様態を読み取るにあたって，幾分の解説を加える必要が

あろう。

日記は，変形Ａ５版のハードカバーのノート4111}からなる。

第１冊（68ページ）は，『昭和拾弐年四｝】降次日記帳』

第２冊（184ページ）は，『昭和弐拾年壱月ヨリ降次日記帳』

第３冊（184ページ）は，『昭和U･五年一月ヨリ降次出入日記帳）

第４冊（184ページ）は，『昭和二十五年一月降次収入日記帖』

と，各々表紙に縦に漢字で墨議されている。第１冊は，厚さも薄く，記録も心

覚え的に断片的であるが，第２冊の第１ページ目には，

「千里乃道も一歩よ里進む」
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と墨書され，内容も充実し，この記録を実行することに並殉ならぬ気構えが窺
われる。

内容は，日記というには日常的な事件や感想についての記録は極めて少な

く，収入の部分は断片的で，ほとんどが家計の大福帳的な支出簿である。第３

冊に『昭和什五年一月ヨリ降次出入日記帳』，第４冊に『昭和二十五年一月降

次収入'二|記帖』と表示し，この2111}は出入日記帳と収入日記帖とに区別する意

図があったようであるが，結果的には，第３冊目は昭和25年１月から昭和28年

７月までの支出記録となり，第４冊目は，初めにわずかに収入記録的なものが

あるが，大部分は昭和28年８月から昭和30年１２月までの支出記録となってい

る。

従って，この記録をもとにして，農業経営の収支を知ることはできないが，

農業経営支出を含めた家計支出の傾向や，家計支出から見た生活の様態を捉え

ることはできるという点で賢重な資料である。「ミネのムラ」ばかりでなく，

農業小商品生産者とインタビューしていると，しばしば，カマラーダ（日雇い

農業労働者）を雇うと，心覚えのためにも，また経営収支を知るためにも，ど

うしても労働とそれに見合う賃金を算定し記録する必要に迫られるという話を

よく聞いた。従って，たとえ断片的であっても，このような記録は，鍵業小商

品生産者の手元には残されているはずである。このＹ日記も，第１冊目は，そ

のような断片的記録に終わっている。しかし，第２冊目からは，Ｙ氏の並々な

らぬ気橘えによって，より充実したものとなっている。このような一般的状況

を考えると，この日記の分析は，農業小商品生産者の農業経営と家計の特性を

捉える資料として，より一般化できるのではないだろうか。

（３）「Ｙ日記」記入費目の吟味

「Ｙ日記」の記入費目を整理，吟味しているうちに，こんなことを考えた。

大変極端な言い方かもしれないが，文字を持つ民族は，特に文字を知っている

個人は，記録を残すことによって形式合理的な行動様式を持つ可能性を強く持

っているということである。

日記の初めのほうは，農業資材やカマラーダに対する賃金の断片的な心覚え

的なメモに近いものであったが，昭和20年以降は，それにとどまらないで，日

記風に，支出を逐一順次に記入する形をとり出している。したがって，あらゆ

る支出費目を記録しなければならない。

それを比較的やりやすくする条件は，ブラジル社会の中にもある。ブラジル
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1２ 

の商店では，当時から販売税にからむ税制によって，販売記録が義務づけられ

ていた。それに加えて，小商店でも，一人でも店員を使用する場合は，販売と

金銭の授受に手落ちが起こらないように，客に品物を販売する時には，次のよ

うな手続きをとる。客が品物を選ぶ。店員はそれを前もって用意された複写紙

付きの伝票に，澱目，数量，価格，売上金の合計を記入し，客に渡す。客は，

その伝票を持って出納係（店主の場合もある）のところにもっていって，金を

支払い，伝票のコピーや半券を受け取る。品物は，店員によって準備され，客

は，半券を示すことによって，はじめて品物を受け取ることができる。したが

って，窓は，容易に買い入れた品物の明細が露かれた伝票を受け取ることがで

きる。（第１図）この伝票を保存しておけば，家計簿に記入する際に役立つと

いうわけである。

しかし，この伝票は，もちろんブラジル語（ポルトガル語）で書かれてい

る。家計節にそのまま記入できれば，それにこしたことはない。しかし，日本

ｅｎＳＺＨＭＰ⑨vbnd…c･naumid“ 
－ｐＢ－ 

ＨＥｎプosBn2HⅡnoue
BGcqBOMolhndm・ＭｉＩｍｍｍｏｍ⑪国刮 -1677、」677,

-一己￣

mOariB閂ｃｃ、
▲Ｕｄｒｎ一二０Ｍ

丁●U●ｈ■●、

．､。８■￣煎汀■．⑪函

：鷺;:二二Hii;iii
Ｐ･Ｐｍｄ 

ＩＩｍｏ･Ｓｍ．‘ －－．－…:…－－－－■h－．‐｡f､､鉾...…….…
け

＞ｌ② 

ＺＥ 

聯

第１図プルデンテ市のある日系商店の受取伝粟

解説：内容は，マカロニ４個３８．００，ランプ１個78.00,アイスク
リーム１個10.00,調味料１個22.00,計152.00。
（正式の）領収密としての効力はないと注記してある。
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では小学校卒であり，ブラジルlこ渡ってからブラジルの学校教育を受けている

わけでない者にとっては，記録をブラジル語で行うことは容易なことではな

い。そこで，「文字栄ゆろ国」日本での教育の成果が現れる。人や物の名前も

日本に関わりのある事項については，もちろん漢字仮名混じりの日本語で記録

するとしても，ブラジル名の固有名詞や事項となると，そうはいかない。しか

し，日本文字には，表音文字としてのカタ仮名やひら仮名書きがあり，また，

漢字を表音文字化して，外国･語を記録するという知恵を働かすことができる。

そこが，文字を持つ民族の特徴といえよう。この日記は，まさにその手法によ

って書かれている。

しかし，ブラジル語名は耳から聞いたものによることが多く，したがって，

その記録は，必ずしも正確とはいえないものがあり，そのこともあって，費目

の分類に際して，分類不明にせざるをえなかったものができてしまった。その

ことを含め，また，どのように日本文字への露換えが行われているかを示すた

めに，特徴的な費目の記録を表にした。これは，文化的同化過程の資料ともな

るであろう。（第２表）

第２表Ｙ日記に見られる費目表記

1）日本鱈の漢字仮名まじり表配

費目表記名 解 説

註
一
薬
薬
薬
薬
薬
薬
薬
薬
薬
薬
農
艇
艇
艇
腱
農

脱脂綿（だっしめん）

膏薬

絆創軒（ばんそうこう）

わかもと・日本の保健薬

奇応丸（きおうがん）

救心（きゅうしん）日本の心臓病の薬
灸（きゅう）

中将湯（ちゅうじようとう）
薬（くすの

六神丸（ろくしんがん）

か性ソーダ

盤（の柔）

ハンダ用ナマリ

蝶番（らようつがい）

釘〔くぎ）

ばっかhortela

ガシメン

コーヤク

パンソヲコ

わかもと

奇応丸

救心（丸）

灸

中将湯

薬

六神丸

カセイソヲダ

ノミ

ハソダナマリ

蝶ツガイ

釘

葉加／ハッカ
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１４ 

（つづき）

野目表宅

|史用し世

もり郷

回１

陽葉（ゆ

費目表名記 解説 註

硫酸銅

叺

カブェイリ

こうもり傘

センメンキ

そめこ

バケツ

ホヤ

ミシソシソガー

瓦ラス

瓦斯のホヤ／ランポのホヤ

瓦斯リナ

線粉／御千番

燐寸

蝋燭代／ロソク

アサクサノリ

アズキ

アツダシ魚／アチダシ／イリ

魚弱／弱魚

ウドソ

カマポコ

カソピョウ／かんびょう

カソビフ

キピナゴ／イワシプシ

コプ

スノレメ

センペィ

ソオダ

ソパ／そば

ナシ

ビール

フヤス粉／プヤシ粉

マソジュ

モチ

ユパ／ゆぱ

。

硫酸銅（昭和25年ころから使用し出す）

叺 (かます）

コーヒー煎り器

》」 うもり傘

洗面器（せんめんぎ）

染め粉

ツケ◆、〆

ランプの火屋（ほや）

ソスショプミガ
石illIランプの火屋（ほや）

ソガ

香線

ｏ ｃ ａ ｓ 

。●■■Ｂ ｖ ｏ ｒ 

リンの擬似語，実は灯火用石油

(せんこう）

マッチ

蝋燭代（ろうそくだい）／ろ

浅草海苔（あさくざのり）

豆し小だ
し わ、

ど鉾瓢う補乾

(あずき）

魚しん 干いわし

(かまぼこ）

(かんびょう）

コンビーフ

』し

ゆ

ぶＪベＪ

じ』んめんぱＪ粉んＪぱこるせ水そししまちゆ魚くすくダくなルらくもくし布く餅一麦ｆ－く頭く葉だ昆鴎爪ソ蕎梨ビふ鰻餅湯
んぶ）

め）

い）

うう

l6sIoro 

う くそ

slHIrdinhaseca《lａ腱１．
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1５ 

(つづき）

聾目表記堰

巽駈ロ（そうa

Ⅲ１，ビフ厄〔刀､んし/し恥

向学０．KｎＪ宮

ﾖｅｌｏｄｅｎｍｐｏｓｔｏｌｎｌ 

2）ポルトガル膳のカナ表記

掛目表記翠

聞腸薬の名前｜蕊

ロⅡ

鉦ｌ旦姪

坦Ｉ巫

Ｄｘｉｍｂ６１鍵薬の一稲（昭和21年２

費目表記名 ポルトガル語表記 解説

駐LJJilJliiilifililliI
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１６ 

（つづき）

費目表記名｜ポルトガル贈表記’解 脱｜註

ベノニックス／ベレノクス

フルミシーダ

プエナアト／プエナアテ

ハメヤ’

アパカテ／アバカアテ

ランピキ

アルハシャ

ァルゴドソ

アーユウ／アーヨ

ラアカセイ／メソドイン

メソドインパテ

アラド先／荒道先

アロパ

アロェス

ァシデンテ

バタチーニャ

カイシャ

カマラーダ

カミヨソ

カルピナ

カルトリュ／カルト領

セポラ

コラルダ／コルダ

ニソセラト

ニソシャード

ェソシャドン

ファッカ

フェジャン豆

ガラリナ／ガリーニャ

ジャポチカペ

ジャッカ／ジャアカ

ララソジャ

リイマ

マシャード／まさかり

マルティ鷹か

農薬の一種（昭和25年から）

農薬の一種

アメンドイン殺虫薬の－穂

ア・メイア＝折半歩合

アパカテ＝果物の一種

アランピッキー蒸溜器

アルファッセーレタス

アルゴドソー綿花

アーリョーにんにく

アメンドイソー落花生

落花生の殻落とし

アラードー鋤

アローパー単位約２５ｋｇ

アロスー米

アシステソチー助手

パタチーニャー馬鈴薯の種薯

カイシャー箱

カマラーダー日雇い艇業労働者

カミニョソートラック

カピナー除草

カルトリオー土地投機所

セポーラーたまねぎ」

コルダー綱／純煙草

エソセラドール＝囲い煉瓦

エンシャーダー鍬（くわ）

エンシャドンー大型鍬

ナイフ，山刀

フニイジョンーフェイジョソ豆′

ガリーニャー若鶏

ジャプチカーパ＝果物の一種

ジャカー果物の一種

ラランジャーオレンジ蜜柑

リマ蜜柑，甘いレモン

マシャードー斧

マルテーロー金鎚（かなづち）

幾
農
避
艇
鍵
艇
農
幾
農
艇
農
艇
農
農
農
農
艇
艇
農
腱
農
農
農
農
農
農
農
腱
農
農
農
農
農
農
農

Benonix 

o 
0 

Buenate 
■ 

amela 

abacate 

alambique 

alfa9e 

algodao 

alho 

amendoim 

amendoimbatidzn 

arado 

arroba 

arroz 

assistente 

batatinhzn 
● 

CEqnXn 

camaTadn 

caminhao 

caplna 

cartorio 

cebola 

corda 

encerrador 

enxfhda 

enxnd息o

faca 

feijao 

galinha 

jabuticaba 
C 

jaca 

laranja 

lima 

machado 

martelo 
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1７ 

(つづき）

費目表記名｜ポルトガル語表記’解 説｜註

パソヤトリ／パソヤ賃

サアクー

セーメソ

トマテ

トン場（道具）／トンパ先

ヴァヅタ／ワタ

マンダワリ

ベソセラプ／ペソセスラス

アレモン

パイヤーノ

イスパニョル

黒ジョン

シリアーコ

アズマキリソ

シタアル

リオグランデ

アルモッソ

アゼチ油／アゼイチナ油

パカヤヲ／パカヤロ魚

パラ

ポル

ポトン

カブニ

カステラ

カン子セイワ／
カンネセイワ

セペ（ピ）リジャ／
セベル酒

チョコラテ

シンザノ

コンシャ

コーペフロロ

ドッセ

フルメソタ

グアラナ／ガラナ‐

イグリス／チョツメ

パイーナー綿（わた),綿摘み賃

サッコー袋

種子（たね）

トマーテートマト

トンパー土起こし／鋤（すき）

ワヅタ（地名）

マンダグアリ〔地名）

ペソセスラウプラス（地名）

アレマンードイツ系

パイアーノーパイアル1生れ

エスパニョールースベイン系

黒人のジョアン（労働者の名）

シリアッコーシリア人

アズマキリン＝伯国産日本酒

シタールー紙巻煙草の銘柄

リオグラソデ米

アルモッソー昼飯

アゼイチーオリーブ油

パカリャウー鱈（たら）

パーラー弾，キャラメル

ポーラー球形の菓子

ポトンーポタン

カッフェーコーヒー

カステラ

農
農
農
農
農
地
地
地
人
人
人
人
人
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食

ｐａｍａ 

ＳａＣＯ 

ｓｅｍｅｎ 

ｔｏｍａｔｅ 

ｔｏｍｂａ 

Ｈｕａｔａ 

ＭandaguaTi 

VenceslauBr2s 

alemfi 

|蕊
縢紬

卜’
漉

し
ノ

ル
二
一

種
め

一
ヨ
ザ

｜
謎
噸

ピ
チ
ン

の
腸

一
一
一
一
チ

料
一
一

ヤ
テ
｜
｜
貝
一
子
飲
サ

極
ジ
｜
ノ
ニ
ワ
菓
麦
一
一
シ

一
一
ラ
ー
ャ
ラ
｜
｜
小
ナ
イ

の
ペ
コ
ザ
シ
、
フ
セ
、
の
ラ
グ

品
ル
ョ
ン
ン
リ
ヅ
質
ア
ン

食
セ
シ
シ
コ
カ
ド
「
良
グ
リ

食
食
食
食
食
食
食
食
食
食

cerveja 

chocolate 
● 

C1nzE2nO 

concha 

couveHor 

d6ce 

frumento 

guarana 

lingiii9a 
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１８ 

（つづき）

費目表記名｜ポルトガル語表記’解 説｜註

食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
交
交
交
交
交
交
交
交
交
日
日
日
日
日
日

マカロンーマカロニ

マソジューパーわかさぎ風の魚

マンテイガーパター

マルメラーダー果実の羊蕊

マサソー林檎（りんご）

ミーリョフパ＝とうもろこし粉

モルタデラーイタリア製の腸詰

パルミッター椰子の若芽の食料

ペイシニー魚

ピソガー地酒のラム酒

ポソーパソ

ケイジョーチーズ

キゼキゼー鯉の一種

サルジーニャーいわしの缶詰

セイーポー豚の脂

ソルヴェヅチーアイスクリーム

タイーニャの子＝ボラの子

トモカッフニーコーヒーを飲む

ウーヴァドッセ＝ぶどう菓子

ヴィーニョーぶどう酒

アウトモーヴェルー自動車

カレッター小車

カーロー車，自動車

カロッサー馬車

シャレッター乗合馬車

イーダイヴォルター往復運賃

ジャルジネイロ／近郊パス

オニプスー乗合パス

ポントー点，パスの停留所

パンダーリョーぼろ，ござ

パルパソテー撚り糸

カデルノー帳面，ノート

カミーザ＝シャツ

繭（まゆ）＝ランプの火袋

文房具の一種

マカロソ

マソリュパ

マンテイガ

マルメェダ／マルメーダ

マサソ／マアサン

ミリョ粉フパ

モルタソデラ

パルミタ／タルミッタ

ペィシ

ピンガ

ポン

ケージュ／ケージ

クラゴキゼキゼ

サルジソニュ／サルジニア

セイポ

ゾルペヅテ

タイノマコ（ユ）

トモカプェ

ウパドゼ

ビソニュ

トモペ／トモプレ

カレト

カアロ賃

カロヅサ

シャレエータ／車列タ

イデポリタ

ジャネイロ／ジャネロ

ヲニプス

ポソト

パンデリア？

パルパソテ

カデソノ

カミザ

カズリナ袋

カテンノヵラスペソサキ

rnacarao 

manjuba 

manteiga 

marmelada 

ma9a 

milhofuba 

mormdeLu 

paImita 

ｐｅｌｘｅ 

ｐｍｇａ 

ｐａｏ 
■● 

queljo 

qulzequlze 

sardinha 

Seibo 

Borvete 

tainhaの子

tomacaf6 

uvad6ce 

vinho 

autom6vel 

Carreta 

carro 

carro9a 

chareta 

idaevoIta 

jardineiro 

6nibus 

ponto 

bandalho？ 

barbante 

cademo 

CamlSa 

cagulo 

9 
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1９ 

(つづき）

費目表記名｜ポルトガル語表記Ｉ解 説｜註

帯，ベルト

ガラッファー瓶（びん）

ガラフォン＝大きな瓶（びん）

イスケイローライター

ランパーランプ

ラッタープリキ缶

メイアー靴下（くっした）

パーノー布切地

ペトロレオー石油

タマンコーサンダル

チンターベンキ染料，イソク

トアーリャータオル

パールー立ち飲みの飲食店

ピッショ＝簡易宝くじ

シネマ＝映画

シルコーサーカス

エントラーダー入場券

州立学校

インポストー税金

マスカッテのことか？

マスカッテー小間物の行商人

半キログラム

ムダンサー引越し

ペンソンー下宿

リッファー銀（くじ）

ヴィアージェン＝旅行

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
他
他
他
他
他
他
他
他
他
他
他
他
他
他

シンタ

ガラン誤／ガランピョ

ガラホン

石ケロ石

ランポ

ラッタ

メイヤ

パンノ切れ

ぺトロ

タマンコ

チソタ

トアリャ

パール

ピショ／ビイショ

シネマ

シリコ／チリ子

イントラダ

エスタード学校

インポスト，インポスト

マルカアテ？

マスカッテ

メヤキロ

ムダンサ貫

くソゾン

リイハ

ピヤジ

|翼:【。

|蟹,
,petroIeo 
ｔａｍａｎＣｏ 

ｔｉｎｔａ 

ｔｏＨｌＩｕ２ 

ｂａｒ 

ｂｉｃｈｏ 
Ｃ 

ｃｕｎｅｍａ 

● 

cIrco 

entrada 

escola巴st2dunl

imposto 

,maTCate 

IIiiiⅢ 
lviagem 

3）内容不明のもの

アパテ，アルセニイコ，カザベラ，キセラポ，クラドリ，クレゴ，コヤリ，ゴキパト

ヲサイ，サクリンポ，シンポリュミント，スピタ？，スルウーパ，スロアン，タヅフ

ルミシダ，タベユマアーチ，チヨドロ汽車賃１チリト袋，チンツラデヨート，チンツ

ラデヨヲート，ピシリナ，ペラポ，ベラシソ，ポリハポリ先，ヲラシーユ。

註：薬＝医療，薬品関係。農＝農業生産の関係。地＝地名（プレジデンテ・プルデン

テ，サンパウ口のように表記が正確で，頻繁に現れるものは除いた)。人＝人の

呼称。食＝食品等。日＝日用品。交＝交通関係。他＝その他。１）には，もっぱ

ら，日本名の固有名詞か，ポルトガル語で呼びにくいものが含まれている。
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2０ 

（４）「Ｙ日記」分析のための費目の分類

まず，農家経営の特性の一部を知るためにも，また農家の生活の様態を知る

ためにも，日記の中の家計簿的内容に注目し，大福帳的に書かれた費目を，大

きく艇業生産に関わる費目と，家計費つまり生活に関わる費目とに分類し，さ

らに以下のように細分類し，それをパソコンにインプットして，分類，整理を

完成した。

農業生産に関わる支出費目の分類は，次のとおりである。

賃金支出（多くはカマラーダの賃金）

生産材蹴入費（農具ｐ肥料・農薬・種子・農産物等の運搬費）

土地購入費（土地購入費，地代，土地登記費用等）

生活に関わる支出費目の分類は，次のとおりである。

食料費（食料一般・菓子）

煙草

衣服費（衣服・生地・洗溌費等）

可日用品（靴・糸・燐寸・家庭用具・風呂資材・石鹸等）

住居費（家屋修繕・附入等）

‐光熱費（石油等燃料・ランプ等）

’保健衛生費〔医療費・薬品・灸・按摩・理髪等）

教育費（学費・授業料・講演会・講習会費用等）

ボif籍および雑誌代（醤籍・雑誌・新聞代等）

交通費（自動車賃・汽車賃・シャレッテ等馬車代・郵便費等）

・・娯楽費（個人の娯楽・映画・釣・サーカス見物等）

・交際費（見舞・家の交際の土産・賎別等）

寄付（日本人会会費・寺・学校寄付金・日本送金等）

旅費（遠距離長期間の旅行・宿泊費等）

祝儀（結婚費用・見合い費等）

法事等（正月・盆の墓参り等）

その他（分類不能・不明）

この費目分類に含まれないものには，租税（土地税・道路税)，貸出金，借

入れ金がある。

上記の分類は，日本の家計簿の分類とも異なり，家政学的にも正しいとは思

えないが，筆者としてば，農業経営と生活様式の動向を捉えられるように配慮

したつもりである。
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2１ 

各費目を各分類に当てはめること日体が，文化の問題をはらんでいて，戸惑

うことが多かった｡例えば，相撲，野球，映画，運動会などの見物は，この社

会においては主要な娯楽であるから，娯楽費に分類するのは当然であると思え

るが，しかし，相撲で出す花代は仲間の交際費的性格が強いし，野球も青年会

主催のものに参加するとなると，交際費的性格を持つ。明らかに日本人会と青

年会主催の運動会や学校への寄付と分かるものは寄付とした。しかし，日本人

会と青年会主催の弁論大会や運動会への参加は一部交際費に繰り込んだ。ピソ

ガ（地酒）や煙草は，カマラーダヘの現物給与でもあり，賃金的性格を持つも

のがある。しかし，ピンガは食料費に繰り込み，煙草は独立費目にした。

ものIこよっては，購入した店の名前で一括記入されている場合がある。この

ような店は，１７軒ほどあるが，仔細に読み取っていくと，購入品によって，店

が分類できることが分かった。このことから逆に，プレジデソテ・プルデソテ

市ほどの都市になると，商店の専門化が進んでいることが判明した。しかし，

ブラジルの地方の町でよく見られる，食品，煙草，雑貨などを売る雑貨屋的な

商店（セツコイモリャードsecosemolhados）もあって，幾分の誤差を生ず

る。全く不明のもの３軒は，その他の不明とした。１７軒中，名前から明らかに

日系商店と思えるものは16軒で，そのうち菓子・煙草を購入する店は３軒，一

般食料，塩，調味料を購入する店が３軒，雑貨屋的な店が１軒，食料，特に魚

類を購入する店が１軒，米など穀物を取り扱う店が２軒，艘薬を購入する店が

１軒，薬局が１軒，衣料品，着物，生地を取り扱う店が２軒である。衣料品店

の一つが，非日系の店である。雑貨屋的な店は，集団地の近くの国道沿いにあ

り，他はすべてプレジデソテ・プルデソテ市にある。

米，穀物類，一般食料品の購入には，一部かけ売りが行われていることも分

かる。

（以下次号）

本報告を作成するにあたって，1989年度および1990年度法政大学特別研究助

成金を用いた。
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